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   According to many literatures, the post-operative survival rate of patients with renal tuber-
culosis was 70 to  80"% before chemotherapy became available and it improved to 80 to  90% 
after chemotherapy became a wide use. However, these reports were based on the results of 
relatively short-term follow-up studies. 
   This report deals with the 10 year survival rate of renal tuberculosis analysed on 461 cases 
who were treated at the Department of Urology of Kyoto University Hospital with a combina-
tion of nephrectomy and chemotherapy during the period of 16 years from 1949 to 1964, and 
whose difinite prognostic outcome was available. 
   Among the all cases, death was confirmed in 37, and the actual overall 10 year survival 
rate was 0.930. There was no difference in 10 year survival rate between both sexes or among 
various extents of tuberculous foci in the extirpated kidney. However, the rate was found to 
be 0.816 in the cases who showed roentgenological abnormalities in the opposite kidney at the 
time of operation, and it was lower than the value of 0.957 obtained from the cases without 
roentgenological abnormalities in the opposite kidney. 
   Since the average expected survival rate of Japanese population during the examination 
period was 0.960, the 10 year relative survival rate, 0.969, obtained from our all cases must 
be considered to be a satisfactory result. 
   It is proper to consider that the treatment of unilateral renal tuberculosis must be consisted 
of positive  performance of nephrectomy with a combination of supplementary chemotherapy, 
because a single chemotherapy is still providing unsettled problems.
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1緒 言
抗 結核化学療法 剤の開発 とそ の臨床的応用,
な らび に衛生思想 の普 及に伴 って,わ が国 にお
け る結核性疾患数 は近年漸 減を示 してお り,泌
尿器系結核 もこれ と軌 を一 にして減少 の傾 向を
呈 してい る.京 都大学泌尿器科学教室 において
も,多 田21)の報告に よる と,1935年よ り1947年
までの尿 路結核の外来全患者数に対す る比率 は
11.3%となってお り,こ れに次 ぐ大森17)の調査
に よる1948年より1953年にいた るそ の値は10.9
%と 記載 され てお り,1割 強の頻度を有 してい
た.し か るにその後本郷 ら2)によって行 なわれ
た1954年よりユ959年までの統計 では,そ の約半
分の5.0%に 減少 した.そ の後 の教室 の臨床統




44例(同 じ く2,487例の1.8%)と減少を続け て
い る.
以上 の ように泌尿器科 臨床 におけ る尿 路結核
の地位 は,従 来 の主要疾患 か ら症例数 の上では
転落 した とは いえ,な おその治療法 に関 して多
くの問題が残 されてお り,ま た経過追跡 を要 す
る患者数は少な くない現状か ら考 えて,今 だ に
等 閑視出来 ない課題 と思われ る.特 にわが国 に
おいては,10年前 まで行 なって来 た泌尿器科手
術 の最 も重要 なものの一 つが腎結核 に対 す る腎
摘除術 であった事実 を顧 み る時,治 療 成績に対
す る反省 の時期 に達 したもの と思 われ る.こ こ
におい て著者は腎結核 の腎摘除症例 について予
後 調査を実施 し,関 係 の深い と考 え られ る2,
3の事 項につい て検討 を加 えた所,興 味 ある成














































拓=1一 勉 で あ る か ら












































像を観察 したが,一 部では 排泄性腎孟像も利用され
た.
腎孟,腎 杯,尿 管像を克明に観察して,全 く異常所
見のえられない対側腎正常群と,何 らかの異常を有す


















例に減じている.各 年度に おける予後追跡率は 最低
38.3%,最高88,5%を示した(表1).
表1予 後追跡例数























































































































































































































































































































図1調 査 全 症 例 の生 存 率
が 判 明 した.
こ こで期 待 生 存 率 との 比 較 が 必 要 とな っ て来 る.わ










図2性 別 生存 率
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4.摘 除 腎 病 変 程 度 に よ る生 存 率
摘 除 腎 の 肉眼 的 所 見 の 明 らかな452例 を,井 上 の分
類 に準 じて分 類 した.そ の分 布 をみ る と,A14例(3.1
%),B19例(4.2%),C79例(17.5%),D166例
(36.8%),E84例(18.6%)およびF90例(20.0%)
とな る.こ れ らの各 群 に お け る10年生 存 率 を 算 出 す る
と,表6の 如 くA92,3%,B94.7%,C92.7%,D
96.5%,E92.8%,F91。2%とな り,い ず れ も90%以

































































































































































































































































































































































































































































































化学療 法が応用 され る以前におい ては,腎 結
核 に対 す る腎摘 除術 の予後は,文 献上か ら調査
した限 りでは決 して よい ものではなか った.例
えば大 越14;の引用}こよると,Gloorの文献的調
査 に よればその永久治癒率は40～60%に止 まる
と述 べ られてい る.本 邦において も市川 ら3}は
予後 の判明 した285例につ いて検討 を加えた所,
そ の5年 生存率 は66,1%,5年治癒率は39.1%
で あった と記載 してい る.し か しなが ら化学療
法が採用 され るに到 って,内外 ともにその予後,
治癒率 は向上 を示す ようにはなった.大 越剛は
本邦文献 より検討 を加えて,そ の死亡 率は平均
5%位 まで下降 を示 した と述 べてい る.富 川 ら
/23・4567∂9!O
YEARS
図5対 側 腎 病 変 の 有 無 に よる生 存 率
24〕も化学 療法を行 なわ なか った74例の死亡率は
32.2%であったが,使 用 した ものでは 僅かに
1.9%に止 まった と報告 してい る.
わ れわれは京都 大学泌尿器科学教 室におけ る
腎結核 の治療 の遠 隔成績を集計 す る目的で この
調査 を行 なった.教 室か らはすでに 井上9),多
田21""23).大森17-20}.本郷 ら2)によって詳 細な臨
床的 研究 が発表 されてい るが,残 念 な事 には現
在 までに長期 闘に互 る予後調査 が実施 され てい
ないので,今 回 の調査が教室 におけ る遠隔成績
の最初 の報告 で ある.こ の ような理 由 よ り,調
査期 間は可能なか ぎ り過去 に遡 って計画 され,
化学療法 が教 室で採用 され る以前 の症例に もお
よぼ す予 定で あった.し か しなが ら,こ れ らの
症例 は20年以上の年数が経過 してい るため,調
査成績 の回収 率 も極 め て低 く,集 計 は困難 で あ
った.従 って化学 療法非施行症例 についての教
室 の予後調査 成績は全 く不満足 な もので,割 愛
せ ざ るをえなかった.そ こで今 回は1949年以降

















いては,統 計学上疾患や手術の 影響が 全 くな
かったということが出来る.従 って腎結核に化




































































































































よい効果をお よぼ しているもの と推定 した.
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